




































































































































































































































（10）E.Varga, Wirtschaft und Wirtschaftspolitik: V ierteljahresberichite 
1922-1939,Herausgegeben von Jorg Goldenbeg, Bd.2 Westberlin 1977, 
S.269-70.









































































































































（１）David McLellan, Marxism after Marx, 1st ed.1979, Third ed.1998, chap.13 
Council Communism.重田晃一他訳『アフター・マルクス』新評論，1985
年，第13章。
（２）D.McLellan, ibit., p.187. 同上訳書，196ページ。
（３）D.McLellan, ibit., p.188ff. 同上訳書，197ページ以下。
（４）D.McLellan, ibit., p.190. 同上訳書，200ページ。
（５）D.McLellan, ibit., p.188. 同上訳書，197ページ。
（６）江口幹『評議会社会主義の思想』三一書房，1977年，｢第Ⅱ章 評議会社会
主義の思想－パネクークを中心に｣，28-9ページ｡江口氏は Serge Bricianer, 




（９）Anton Pannekoek, Warkers’ Councils, Melbourne 1950. Anton Pannekoek, 
Les conseils ouvriers, Paris 1974.
（10）R.ドゥナエフスカヤ，T.クリフの名を挙げておこう。前者の主張は，F. 
Forest (R.Dunayevskaya), “An Analysis of Russian Economy,” Part I: 3 
articles in the NEW INTERNATIONAL (Dec. 1942, Jan. 1943 and Feb.43)
に現れたが，両者ともに一般的に公刊されるのは1960-70年代以降のことで
ある。なお，M.C. Howard & J.E. King, A History of Marxian Economics: 
V ol.II. 1929-1990, p.63. 振津純雄訳『マルクス経済学の歴史（下）』ナカニ
シヤ出版，1998年，94-5ページを参照。
（11）Paul Mattick, Anti-Bolshevik Communism, Merlin Press, London 1978, 
Chap.Ⅴ, pp.73-86.



























（17）P.M. スウィージー，法政大学創立百周年記念講演 “Marxism today”, 1979
年11月5-9日，最終第４講。
（18）Frederick Pollock, State Capitalism: Its Possibilities and Limitations, 





































































時期 指標的事項 基軸産業部門 経済史的特徴 歴史段階
16～18世紀 絶対王政 農鉱業 マニュファクチア
　
重商主義段階
18世紀末- 産業革命の進展 　 機械制工業へ
19世紀初頭- 産業資本主義の確立
綿紡績機械制工業 　 産業資本主義段階















1971－91年 冷戦体制解体期 ME化と金融化 スタグフレーション
グローバリゼーシ
ョン段階開始期
20－21世紀 ソ連体制崩壊 IT革命とNet展開 超・資本と国家 グローバリゼーション段階本格展開
［典拠］拙稿「資本主義発展段階におけるグローバリゼーションの歴史的位置｣，『経済志林』第
77巻第２号，2009年９月，22ページ図４を改定。
「組織された資本主義」と「国家資本主義」―現代資本主義の把握のために
（１）S.F.コーエン著，塩川伸明訳『ブハーリンとボリシェヴィキ革命―政治的
伝記：1888～1938』未来社，1979年，67ページ。
（２）N.ブハーリン，西田勲・佐藤博訳『世界経済と帝国主義』現代思潮社，
1970年，186ページ。
（３）「全般的危機論」について詳しくは，拙稿「『長期波動論』と『全般的危機
論』―戦間期マルクス恐慌論の展開と特質＜序説＞―承前」，『経済志林』
第59巻第２号，1991年９月，および「長期波動論と『資本主義の全般的危
機論』：再考」，『経済志林』第70巻第1・2号，2002年７月を参照されたい。
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むすびに
グローバリゼーション段階は，経済的に限定すれば，時期的には1950～
60年代の戦後資本主義の成長期を経て1970年代を転機とし，1980年代以降
にME化とIT革命ならびに経済の「金融化」（1）を梃子として急展開する，「国
民経済的基盤」と国家（国境）の枠組みを超えた，地球環境破壊すら不可
避とする内外経済格差を伴う資本主義の世界大の超絶的な生産力発展=飽
和と生産関係との衝突段階であると規定してよい。そのキーワードは，国
独資の破綻，国民国家からの超越，ME化とIT革命そしてNet展開，経済の
「金融化」，「過剰富裕化」とさえいわれる生産力発展である。
ともあれ，歴史としての現代を認識するために，こうしたグローバリゼ
ーション段階の内容規定をいっそう豊富化していく必要性が残されている
ことは確かである。
本稿は，現代資本主義把握のための素材として，資本主義発展の歴史段
階的認識を自覚的に示した「組織された資本主義論」と「国家資本主義論」
を多少整理した形で提供したにすぎない。「研究ノート」たる所以である。
（４）V.I.レーニン，宇高基輔訳『帝国主義』岩波書店，1956年，146ページ。
（５）V.I.レーニン，同上書，146，203ページ。
（６）南克己「『資本論』体系の発展としての『帝国主義論』」（宇佐美誠次郎・
宇高基輔・島恭彦編『マルクス経済学体系Ⅲ』有斐閣，1966年）は，『帝
国主義論』の「特殊＝段階の分析」の意義を強調している。
（７）池上惇「国家独占資本主義の必然性と本質」，宇佐美誠次郎・宇高基輔・
島恭彦編『マルクス経済学体系Ⅲ』同上，213ページ。代表的なものとして
は，宇佐美誠二郎・宇高基輔・島恭彦編『マルクス経済学講座第３巻　国家
独占資本主義論』有斐閣，1963年。
（１）J.エプスタインの定義によれば，「国内経済にたいしても，国際経済にた
いしても，金融市場，金融業者，及び金融企業の役割や，一般人の金融利
益を目指す動機付けが段々と増していく過程」をいう（R.ドーア『金融が
乗っ取る世界経済―21世紀の憂鬱』中央公論新社，2011年，８ページ）。よ
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 （2012年８月23日擱筆，８月26日一部補正）
「組織された資本主義」と「国家資本主義」―現代資本主義の把握のために
り具体的に「米国経済の金融化」は，金融関連部門（金融・保険・不動産）
が米国のGDPに占めるシェアは，「1959年の12.9％から1979年の15.2％に，
1999年には19.4％へ，更に2006年には20.4％に達し」ているし，また金融
業と製造業の企業利潤を対比すれば，1959年の金融業13.6％対製造業52.2
％，1979年の15.7％対45.5％，1999年の25.0％対26.7％，2006年の27.1％
対22.2％と推移しているところに如実に現れている（木下悦二「米国資本
主義の構造変化と金融危機」，『世界経済評論』2010.9/10，60-1ページ）。
